















































































































































































































































F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8
第 1 因⼦　協働学習（Cronbach's α coefficient = .78）
Q06 Cb グループで活動するのが好きだ .71 .06 .10 .06 .12 .02 .09 .04
Q10 Cb 他の子といっしょに活動するのが好きだ .69 .13 .13 .09 .01 -.02 .18 .02
Q08 Cb 何をするか決めるなら、一人で決めるよりグループで決めたい .62 .03 -.06 -.18 .08 .11 .22 -.17
Q07 Cb 学級のみんなが一つにまとまって活動するのは重要なことだと思う .60 -.07 -.04 .19 .11 .05 .14 .10
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Q09 Cb 私にとって、学級での話し合いに積極的に参加するのは重要なことだ .46 .04 .21 .15 .17 -.03 .28 .19
Q50 Ad このクラスでは自分らしくいられると感じる .41 -.01 .16 .08 .28 -.02 .09 .31
第 2 因⼦　競争と協調（α= .80）
Q17 Cp わたしにとって、他の子より良くできることは重要なことだ -.08 .68 .17 .18 .05 .04 -.04 .01
Q15 Df 先生にあてられたとき、正しく答えられるかどうかは自分には重要なことだ -.04 .64 -.06 -.04 .03 .12 .00 -.09
Q14 Df 私にとって、先生の質問に全部答えられることは重要なことだ .14 .63 .11 -.14 .07 .15 .12 -.02
Q19 Cp 他の子と同じくらい上⼿にできなかったらどうしようと心配になる .04 .62 .08 .06 .01 .14 -.05 -.07
Q16 Cp 他の子たちと同じようにしていないと心配になる .02 .54 -.10 .06 .09 .22 -.11 -.21
Q11 Df 自分の本当の意⾒よりも、先生の期待どおりに答えたい .13 .53 -.05 -.21 .12 .20 .13 -.10
第 3 因⼦　教師の権威（α= .79）
Q23 TA 授業中、先生の話に質問するのが好きだ .06 -.03 .69 .06 .06 .06 -.01 .14
Q22 TA 先生がどう答えるのだろうと、意気込んで質問することができる .04 -.02 .69 .11 .08 -.02 -.09 -.06
Q21 TA 先生が答えられないような難しい質問をするのが好きだ .00 .07 .66 -.08 -.03 -.03 .01 -.14
Q40 Ad 発表や発言で、仲間の尊敬や注目を集めてみたい .10 .22 .47 .22 .02 -.08 .12 .14
Q25 TA 先生と話し合いをするのは平気だと感じる .08 -.12 .46 .20 .10 .00 .20 .34
Q36 Ad 友達と議論したり意⾒を言い合うのが好きだ .26 .04 .46 .26 .05 -.04 .05 .13
Q37 Ad 自分の意⾒や考えを「言葉」でうまく伝えられる .13 .07 .42 .30 .13 -.15 .18 .22
第 4 因⼦　共感と調和（α= .76）
Q42 Ad クラスの雰囲気や状況はなんとなく察知できている .07 -.03 .07 .63 .16 .12 .19 -.04
Q39 Ad 他の子の意⾒を聞くことで、新しいものの⾒方に気付ける .13 -.01 .16 .62 .04 -.01 .09 .03
Q43 Ad 他の子の様子を⾒て、自分の発言や行動を調整することがある .00 .04 .04 .57 .14 .10 .12 -.25
Q41 Ad 先生に話しかけて良いタイミングは、だいたい分かる .00 .03 .18 .56 .10 .10 .15 .11
Q45 Ad 他の子の表情や声の調子で、相⼿の気持ちを感じ取れる .14 -.03 -.15 .56 .14 .08 .11 .03
第 5 因⼦　学校と家庭教育の⼀致（α= .82）
Q33 Cg 学校で教えてもらう考え方は、家庭での教えと⽭盾（むじゅん）しない .15 .17 .06 .11 .81 -.01 .14 -.10
Q34 Cg 学校で教えてもらうことは、家庭で学ぶことと⽭盾（むじゅん）しない .07 .08 .03 .12 .76 .08 .16 -.12
Q35 Cg 学級で勉強したことは、家での生活でも役に立つ .20 .04 .06 .31 .51 .14 .12 .21
Q32 Cg 学校で学んだことは、家庭で何かするときにも役立っている .22 .04 .10 .29 .44 .15 .16 .24
Q31 Cg 家庭で学んだことは、学校で何かするときにも役立っている .12 .00 .08 .25 .44 .18 .11 .29
第 6 因⼦　模範（α= .73）
Q26 Mo 何かするときは、先生にやり方を教えてほしい -.03 .17 -.02 .03 .10 .71 .04 -.06
Q27 Mo 先生のお⼿本をまねて覚えたい -.03 .25 .05 .05 .12 .68 .05 -.02
Q28 Mo 他の子がどんなふうに問題を解くのか知りたい .19 .05 .01 .26 .00 .51 .00 .01
Q29 Mo 授業でどんなふうに活動するのかは、先生に指示してほしい .03 .14 -.11 .00 .07 .50 .00 -.03
Q30 Mo 自分が始める前に、まず他の子が問題にとりくむ様子をみていたい -.02 .25 -.05 .02 .00 .40 .04 -.17
第 7 因⼦　男⼥平等（α= .75）
Q04 Eq 女性の先生も男性の先生も、同じだけの尊敬をあつめるべきだ .08 .01 .06 .16 .10 .10 .67 .13
Q03 Eq 学級では、男子の意⾒も、女子の意⾒も、同じくらい重要だと感じる .10 -.03 -.10 .19 .12 -.02 .59 .03
Q02 Eq 男性も女性も、どちらの先生に教えてもらうのも好きだ .20 -.07 .15 .13 .18 .09 .56 .10
Q01 Eq 男性も女性も、りっぱな先生になれると思う .32 .06 -.01 .17 .00 -.07 .56 -.03
Q05 Eq あらゆる学級の活動で、男子と女子は同じくらい有能だと思う .26 .08 .15 .16 .15 .02 .50 -.01
第 8 因⼦
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